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平成24年度第1回大阪府河川整備委員会　議事概要

日　時
：平成24年6月12日（火）9:30～11:50
場　所
：大阪府庁新別館北館さいかくホール
出席者　：堀委員長、曽和委員、多々納委員、田中丸委員、中嶋委員、中谷委員、福田委員、道奥委員　計８名
（欠席：石田委員、下村委員）

結　論

概　要　：〔以下、○委員　●事務局〕
(1)委員長選任について
全会一致で、堀委員が委員長に、堀委員長の指名により道奥委員が委員長代理に再任された。
(2)河川整備委員会における部会の設置について
○治水専門部会の設置については了承。
(3)平成24年度審議予定河川について

○現在の河川整備計画の策定・変更に係る審議をもって、事前評価若しくは計画変更に伴う再評価手続きとみなすことには、審議内容等から特に違和感は無いと思われる。一方、事業進捗点検に相当する再評価に関しては、整備計画の点検ではなく、各事業の点検であることに留意すべき。
○PDCAで見れば、整備計画策定のPLAN、事業実施のDO、進捗点検のCHECKはあるが、点検結果に基づきACTIONにあたる計画見直しを位置付け、PDCAによるマネジメントが重要である。
○河川・ダム事業以外の建設事業評価の府担当部局及び府の建設事業評価監視委員会との調整は。
●事務局レベルでの調整は行っており、現行の運用で了承されている。

○ここでは、今回の提案が建設事業評価に関する府及び国の要綱・要領に基づくことを各委員に確認いただくことが重要では。
○今後の治水対策の進め方に基づき、河川整備計画の策定・変更をもって、事業評価手続きとみなすことで異論はないが、事業進捗点検としての事業評価については、引き続き検討が必要と考えられる。なお、今後の審議においては、事業評価の対象事業であることも事務局からの説明の際に触れること。
○平成24年度審議予定河川及び事業評価の進め方については概ね了承。ただし、再評価の内容等については、引き続き整理すること。
(4) 淀川水系寝屋川ブロック河川整備計画（変更案）について
　　○感想として、住民説明会への参加者が少ないことから、広報等による周知徹底に努めるとのことだが、それに加えて、住民が参加するモチベーションについても考えていく必要がある。
　　○参考資料1のP36-38に示されたリスク表示図の考え方等について、教えてもらいたい。
　　●リスク表示図については、治水目標の審議時に採用している１洪水と異なり、府民へ可能性のあるリスクは全て伝える考えのもと、想定される破堤・溢水による浸水を全て反映している。

　　○寝屋川での破堤というものが想定しづらいが、条件をどのように与えているのか。
　　●特殊堤防の構造計算上の耐えうる水位（暫定H.W.L）を越えた場合に破堤するとしている。土堤（築堤）については、H.W.Lでの破堤としている。

　　○リスク開示をするにあたっては、前提となる計算条件は明確に示しておくことが必要。
○住民への説明に際しては、その目的、条件を明確にし、伝えることが重要であるため、「危険性を示す図」と「治水対策の効果を示す図」を使い分けるのであれば、十分に留意すること。また、使い分けに関しては委員間での認識を共有するため別の機会に調整すること。
○洪水に対する危機意識の向上のため、寝屋川流域に広く啓発していくこともさることながら、危険度の高い地域に限定して、市町村と連携し、より深く危機意識を醸成することも重要である。
○河川整備計画（変更案）については了承。

(5) 淀川水系神崎川ブロック河川整備計画（変更原案）について
　　○環境改善とはどういう内容なのか、もう少し詳細に教えてほしい。
　　●ダムが出来ることで洪水が調節され、河川の流況が平滑化することが、自然環境にとって必ずしも良いわけでなく、有効活用容量からの放流により人工的な洪水を与えるなど流況を変化させ、環境の改善を図るもの。

　　○100万m3はどのくらい環境改善に寄与するのか。また、他の目的での活用を図る場合に制約は無いのか。
　　●環境改善に関する効果については、ダムを運用する中でトライアルしながら、モニタリングにより確認する予定である。また、他の目的での活用については運用レベルで対応は可能と考えている。

○不特定利水容量（環境改善）の運用も含めたダムの操作規則について、誰がいつ決めるのか。
　　●運用方法については、安威川ダム自然環境保全対策検討委員会での審議を踏まえて、検討を行い、ダムの操作規則については、府として判断する。
○整備計画本編若しくは参考資料に不特定利水容量（環境改善）の運用方法がイメージできる記載が必要では。
　　●本日の資料には示していないが、運用方法がイメージできるといった視点とともに、柔軟な運用も可能となるよう幅をもたせた表現にも留意して、整備計画 参考資料に記載する。
○今回の河川整備計画（変更原案）の変更にあたり、神崎川本川及び支川の審議はどのように取り扱うのか。
　　●安威川については早期に治水効果を発現すべきといった委員会意見も踏まえ、ダムの目的変更に関する部分のみ先行して審議し、整備計画を変更する方針である。なお、神崎川ブロックの他河川の治水目標を踏まえた整備計画の改訂は、現在、他河川の氾濫解析作業を進めており、次年度以降、早急に審議いただきたい。

　　○安威川ダムからの利水撤退に伴い、不特定利水容量（環境改善）に目的変更するに至った経緯には、現時点でダム諸元を変更すると費用増になるなどといった背景があり、これが目的変更の結論に至ったポイントでもあるので、整備計画 参考資料には、昨年度の審議のポイント等を記載すること。
　　○安威川ダムの目的変更に伴う河川整備計画（変更原案）の変更の考え方については了承。委員意見を踏まえて修正し、次回、再度審議する。
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